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1．日本の大学の現状
　（国内大学スポーツ調査報告）
　日本の選手強化の基盤は大学運動部と企業
のスポーツに支えられてきましたが、その活動
基盤が失われつつあることから、JOCは大学ス
ポーツ特別プロジェクト（JOC GOLD PLAN）の
中で、2002年5月～8月に国内20大学を対象
（スポーツ伝統校、スポーツ新興校、体育スポー
ツ関係学部・学科設置校）としてアンケ トーに
よる事前調査およびヒアリング調査を行いまし
た。主な調査内容は、1.統括組織、2.強化施策
（重点強化部）、3.クラブ活動の位置づけ、4.特
別入試制度、5.学業支援体制です。
　1）統括組織では、19大学で総括する組織が
あり、5大学は改組改変が行われ、専修大学は
体育事務部がその組織にあたります。
　2）強化施策では80%の大学で重点強化部
を指定、その決定の背景には大学上層部のトッ
プダウン方式、歴史的背景、過去の実績、メデ
ィアへの露出度が挙げられます。専修大学は法
人の意思を反映した中で、陸上（駅伝）、野球、ラ
グビーが重点強化部として位置付けられ、その
他のクラブは横並びとなっています。
　3）事前調査での大学におけるクラブ活動の
位置付けは「教育」「スポーツ文化の発展」、ま
た期待する効果では「大学スポーツ活性化」「大
学イメージアップ」「学生生活の充実」が高い
割合を示しました。しかし、ヒアリング調査の
結果では「大学へのアイデンティティー の高揚
（学生、卒業生、保護者、教職員）」「大学のブラ
ンド力強化（知名度の向上、受験生の増加）」な
ど、スポーツを通して大学の名前を売りたい各
大学の思惑が回答として得られていました。専
修大学ではこの位置付けが不透明と思われま
す。
　4)特別入試制度は、94.4%の大学でスポー
ツに秀でた学生を入学させる特別入試制度が
あり、専修大学ではスポーツ推薦入試制度があ
る。また83.3%の大学で特待制度や奨学制度
があり、専修大学でも同様です。
　5)学業支援体制では、支援しているが
38.9%、支援していないが61.1%です。支援し
ている内容を見ると、英語の特別クラスの設置、
公認欠席制度、集中講義や補講、クラブ単位で
の個別学業支援などがあります。専修大学で
は、経営学部と商学部に対して、体育教員が協
力してスポーツウエルネスプログラム（SWP）を
実施しています。約20科目を開講し、16科目
32単位を卒業要件単位としています。体育会
の学生には競技に関することを学ぶことができ
て、大変好評であり学生の競技力向上に役立っ
ています。
　これらの調査結果から、大学の現状は「競技
実績がある・ない」「強化に積極的・消極的」に
分別され、「積極強化型」「強化途上型」「現状
維持型」「消極・無関心型」に類型化されます
（図1）。
　専修大学の現状は、法人側、教務側共にはっ
きりとした強化方針を打ち出せていないこと、
強化にはさまざまな要因があることが理解され
ていないことから、強化には他大学と比較し強
化には積極的でないことは明らかであり、これ
らをアメリカの大学の現状を紹介しながら比較
検討したいと思います。
2.アメリカの大学の現状
（NCAA/全米大学体育協会）
　1) NCAAの組織概要であるが、1,200を超
えるカレッジや大学等のレベル別カテゴリーが
あり、DivisionⅠ／Ⅱ／Ⅲに区分されています。
2004年のデータから加盟大学933校、加盟競
技団体23競技、各競技・各ディビジョンに所
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図1.大学スポーツ強化の類型化 写真1.レスリング大学対抗戦 フットボールスタジアムで42,000名の観衆）
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属する学生選手総数は男子210,989名、女子
150,180名が登録されています。82の全米大
学選手権の大会の運営管理は300名を超える
スタッフで行っており、現在、NCAAは23競技
で88の大会を運営しています。全ての競技を
合わせると1,200以上の大学から4万人以上の
選手が大会に参加しており、競技に関わる選手
の数は36万人にのぼります。また2004年当
時のTV放映権料の契約は7年間で60億ドル
（約7,000億円）でした。各競技はNCAAが統
括した各カンファレンスに分かれて、シーズン
制（秋・冬・春）の中で行われています。
　日本では各競技団体のカンファレンスがさ
まざまです。例えば、野球は東京6大学、東都
大学、首都大学など、ラグビーは関東大学対抗
戦グループ、関東大学リーグなど、サッカーでは
関東大学リーグですがレスリングは東日本学生
リーグです。基本的に各競技団体を統括する団
体が存在しないのです。
　次に2)大学スポーツ経営ですが、①主たるお
金の流れは、TV放映権料の契約の分配金が各
大学に配分、大学は試合の入場料や大学のグ
ッズ、プログラム、寄付金等で収入を確保し、支
出としては学生のスカラシップや管理的経費
（チケット事務所、スポーツ広報、トレーナ ・ーオ
フィス、スタジアム・グランド整備）、チームの
旅費（食事・宿泊）などに使われています。
　アメリカンフットボールでは、私が当時
（1996-1997）留学していたペンシルベニア州
立大学（ペンステ トー）が、四大ボウルと呼ばれ
ていた大会に出場しました。出場したチームに
支払われた放映権料は約850万ドル（約10億）
でした。これだけでも大学スポーツの人気の高
さと共にスポーツにおける認知度、ステータス
の高さが伺えると思います。
　また②スポーツ施設は各大学が数万人収容
のフットボールスタジアムやアリーナを設置し
ています。私の留学先のペンステ トーは約10万
人収容のフットボールスタジアム、約1万5千人
収容のアリーナ、無数のテニスコ トーやバスケ
ットコ トー、またゴルフ場も2コース36ホール
と6ホールの練習場まであり、日本とのスポーツ
環境の違いを痛感していました。
　今年のアイオワ大学対オクラホマ州立大学
のレスリングの大学対抗戦ではフットボールス
タジアムで行われ、4万2千人を超える観衆を
集めた。この入場料収入だけでも相当な金額に
なる。
　これはレスリングに限ったことではなく、アメ
リカでは環境を含めてスポーツが人々の生活
に関わる身近な存在としてあり、文化として成
熟しているからと言えます。そしてそれを可能
にするのも、大学スポーツがビジネスと成立し
ているからかもしれません。
　表1は③アメリカの高校のスポーツ競技
者数であり、スポーツに参加している高校
生は、2007-2008年のデータによると男子
4,372,115名、女子3,057,266名。2011年の日
本の高体連加盟登録状況では、男子760,084
名、女子432,275名になっています。アメリカ
では259,688名の高校生がレスリングを行っ
ており、この競技人口があるからこそ大学での
レスラーはエリ トーとして存在すると言えます。
その彼らの試合を見るために多くの観客が会
場へ足を運ぶのではと考えられます。これはレ
スリングのみならず、他の競技も同様であり、ま
たシーズン制が設けられていることから複数の
競技を行う選手もいることで、各競技の競技者
数が多いことも一因として挙げられます。余談
になるが、野球のベーブルースや俳優のトムク
ルーズもレスリング経験者です。
　高校男子400万人を超える競技者から大学
（NCAA）においては、男子の競技者は約20万
人に激減しています。先ほども述べましたが、
NCAAで選手を続けることはすなわちエリ トー
であり周囲からも特別な存在として認知されて
いるのです。
　④大学の実施競技種目数を比較すると、専
修大学は学生数約2万人、男子27競技、女子9
競技、ペンステ トーは学生数約4万人、男子15
競技、女子14競技、専修大学の提携しているオ
レゴン大学は学生数約2万人、男子8競技、女
子9競技である。同じ約2万人の専修大学とオ
レゴン大学を比較すると、専修大学の男子は約
3倍多く実施しています。女子は同数ですが。
　アメリカは1972年にTitle Ⅸ（タイトルナイ
ン）という男女教育機会均等法が制定され、「男
女の競技者数を同じにする」の考えをもとに、大
学に在籍する一般学生の男女比に比例した割
合の男女の体育会への所属率を達成すること
を義務づけています。例えば、ある大学の一般
学生の男女比率が55:45だった場合、その大学
の体育会に所属するアスリ トーの割合も等しく
55:45でなければならないということです。これ
は現在のオリンピックの男女の同数にも繋が
っています。しかしこのタイトルナインは、表向
きには良いかもしれませんが、アメリカでは今
でも男女の興味の度合いを含めて様々なかた
ちで議論の的になっています。
　また、NCAAは各競技に対してヘッドコーチ、
アシスタントコーチ、コーチアシスタントの3名
写真2.ベーブルースのレスリングシーン
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の有給コーチとボランティアコーチ、計4名のコ
ーチをコーチングスタッフとして準備しなくて
はなりません。スポーツ経営を考えると、運営に
関わる管理的経費やスカラシップなどを含めて
多額の経費がかかるため、学生数に換算すると
だいたいこれらの競技種目数に落ち着くと思わ
れます。
　一方、専修大学を含めた日本の多くの大学
は男女の比率も関係なく、過去の伝統や高校
時代の部活動の延長として認めている傾向が
あります。また駅伝や野球など限られた競技
以外は、ボランティアの指導者がほとんどであ
り、アマチュアの域を脱していないのが現状で
す。NCAAとかけ離れた日本の大学のスポーツ
環境があり、同好会の域を出ていない数多くの
競技種目を認定しているため実施競技数が多
くなるのです。
3.大学スポーツ強化
（サポ トー体制と競技力向上）
　1）私が留学先したペンステ トーレスリング部
の強化サポ トーは、４名のコーチ（ヘッドコーチ
､アシスタントコーチ､コーチアシスタント､ボ
ランティアコーチ）、リハビリや応急処置等を行
うアスレティックトレーナー、体力の強化にあた
るストレングスコーチなどがプロとして大学に
雇用されています（図2）。スポーツ栄養学、スポ
ーツ心理学、スポーツ生理学、スポーツ医学（整
形外科、内科等）では大学教員がカバ しーてい
ます。選手の勉強のサポ トーにはアカデミック
カウンセラーがおり、単位の取得が出来ない学
生は試合や練習に参加できません。また各クラ
ブの事務管理はオフィスアシスタントが秘書的
な役割を果たしています。これらは大学が全て
１つのクラブに対してスタッフを雇用している
のです。その他にもチケットやグッズ販売、施設
貸出のスタッフもいますし、大学外ではOBや
後援会がチャリティー や寄付金等を行っていま
す。日本の大学の現状と比較すると羨ましい限
りであり、専修大学レスリング部の私の作業を
考えると、ボランティアでどれほどの役をこなし
ているのかと考えさせられます。
　2)競技力向上においては、先ほど述べた強化
のサポ トー体制とトレーニングを行う上での基
礎体力の向上、技術・戦術の向上から試合での
勝利が達成できます。しかしながら、そこには人
間としてアスリ トーとしての「生き方・心」が大
変重要です。
　稲盛和夫さんの成功哲学「生き方」という本
に書かれている方程式があります。皆さんご存
知のとおり、稲盛さんは27歳の若さで京セラを
起業し、第二電電(現・KDDI＝au)の創業、経
営破綻した日本航空（JAL）を再生した経営者で
す。
　稲盛さんは「熱意」と「能力」は0～100まで
表1.アメリカの高校生スポーツ競技者数
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あるが、「考え方」はマイナス100～プラス100
まである。「能力」は個人によって差がある。「熱
意」は持ち続けていれば、その能力は留まること
なく高まっていくから、必ず勝負に勝つ。だから
自信を持って努力し続けること。「考え方」これ
はすなわち「心のあり方・持ち方」であり、「心
を高める」努力でもあり「哲学」にもつながると
思います。辛いことや苦しいことに出会ったら
敢えてその道を選ぶことです。その道を選ぶこ
とで人の苦しみも本当の意味で分かる。つまり
人生において、辛いこと、苦しいことも経験する
ことで人間の心と言うのは高まっていくと考え
るからです（図3）。
　競技力向上も、この「心・生き方」すなわちそ
の人の「哲学」があっての「心・技・体」です。
スポーツを通し目標に向かって日々努力するこ
とで、その過程で人間性も磨かれることと思い
ます（図4）。
　私が指導した2012年のロンドンオリンピッ
クを目指した選手たちのトレーニングビデオを
見て頂き、彼らのひたむきな努力やその表情は、
まさしく「心・生き方」➡競技力向上＝心・技・
体の向上が伺えると思います。今回のロンドン
オリンピックの育成・強化においては、本当に
人を残したように思います。金メダルを取るた
めのプロセスを若手コーチや選手たちが理解
してくれて、継承してくれることを確信している
からです。現在関わっている組織や人々の夢の
実現のために携わっていきたいものです。高校、
大学、日本や世界のトップ選手もこのプロセス、
パスウェイは全て一緒なのかなあと思っていま
す。
　まとまりのない話になりましたが、私の話は
これで終わらせて頂きます。ご静聴有難うござ
いました。
　本日はこれから松井秀喜氏をご指導された
山下先生、本田圭佑選手をご指導された河崎先
生、松井氏とチームメー トだった林先生から、お
話を伺いたいと思います。高校生の育成強化、
そして教育において彼らを含めて数多くの素晴
らしい選手が育っておりますが、高校から大学、
プロ、実業団と選択肢がある中でどのような思
考で進むべき道（パスウェイ）を選択したのか、
トップアスリ トーが育つ文化的な背景とは何
か、また強化策など興味が尽きません。山下先
生、河崎先生、林先生、それでは宜しくお願い申
し上げます。
図3 図4
図2
